＜サイクリング部　選挙規約＞ 




・目的 この規約は、役員改選選挙を円滑かつ公正に行うために、これを規定する。


・役員の定数 

選挙では、部長一名、副部長一名、工具一名、渉外一名、書記一名、会計一名の順に選出する。 
新たな役職を設ける場合または、役員の定数を削減する場合には、あらかじめ両キャンパスの部会で承認を得ることとする。この場合、後述する補則に準ずる。 
ただし必要最小限と思われるものに限る。
・選挙の成立、施行について 

選挙は改選が行われるキャンパス全部員の三分の二以上の出席をもって成立する。  
出席できないものは、委任状の提出をもって出席とみなす。 

ただし、現部長の手に渡らなかったものは、無効とする。 
不在者投票はないものとする。
・委任状について

部で作った規定用紙を使って提出すること。

・選挙の管理及び運営 
議長は現部長が行い、現役員がそれを補助するものとする。

・選挙権及び被選挙権 

選挙権は、静岡、浜松部員及び顧問が有し、被選挙権は静岡大学サイクリング部各キャンパス全部員が有するものとする。
どちらかのキャンパスで改選を行う際には、もう一方のキャンパスの部員には選挙権、被選挙権はないものとする。

辞退権は基本的に認めない。
・選挙期日 
静岡の場合は：

十月中旬に行うものとする。ただし、改選選挙の行われた日から十月末までは移行期間とし、新役員の任期は十一月から翌年十月までとする。

浜松の場合は：

二月中旬に行うものとする。 
ただし、改選選挙の行われた二月から四月までは移行期間とし、新役員の任期は四月から翌年三月までとする。

・投票
＜選挙方法＞ 
　無記名投票で、一人一票制とする。 
立候補者は選挙の約一ヶ月前から、推薦者、被推薦者は約二週間前から事前に公表することができる。
投票は氏名で記入することとし、略称・愛称は認められない。
　ただし、議長の投票は、得票数が同数の場合にのみ有効とする。 
＜無効投票＞ 
　白紙の投票用紙は、無効となる。また、一枚の投票用紙に二人以上の氏名を記載した場合、候補者以外の氏名を記載した場合は無効とする。また、信任投票の場合は、○×記入とする。

・当選人 

信任の場合、無効票を除く有効投票数の過半数以上の信任を必要とする。二人以上の場合は、有効投票数の過半数以上を得票した時点で、当選とする。過半数を獲得したものがなかった場合は、上位二名による決選投票を行う。
不信任票を設置し、不信任票が過半数を超えた場合、候補者を選出し直す。不信任票は×で記入する。
・特例

改選当日に不測の事態が起きた場合、改選を行う側の現役員全員の同意と出席者の三分の二以上の賛成を持ってこれに対応する。

・補則 

本規約内における部員とは静岡大学サイクリング部部員名簿に記載されている者とする。 
規約改正の提案は全部員が行えるものとする。 
規約改正議会は、部会で各キャンパス全部員の二分の一以上の出席をもって成立する。 
改正には全投票数の三分の二以上の承認が必要である。  

この規約の公示は、平成十七年一月十三日からとする。 



サイクリング部　特別規約
部費の滞納について 
指定されて納入日を三ヶ月以上過ぎても、部費を納入しないものは、部に対する参加意欲のないものととらえ、本人に確認の上で執行部より除名される。 
この規約の施行は、平成八年四月二日からとする。 



2004/12/26　鳥居恒平　平井友士
Shizuoka University Cycling Club

�「また顧問の承認がなくては成立しない」という文を削除





